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研究要旨（クロイツフェルト・ヤコブ病 2次感染リスク保有可能性者 10年間のフ

ォロー結果） 

 平成 16 年に脳外科手術における二次感染リスク保有可能性者(我が国第 1 事例)

に関し、登録した 11症例の 10年間フォローアップが終了した。患者 11名（男性 8

名、女性 3名）のうち、10年間に 4例の症例が死亡しており、死因は虚血性心疾患

1例、誤嚥性肺炎による呼吸不全 3例で、プリオン病を示唆する異常所見は認めなか

った。診察、および脳MRIを受けた症例は 4例で、いずれも認知機能障害や拡散強

調画像による異常信号を認めていなかった。他院で白内障の手術を受けた例におい

ては、重要な事項が保有可能性者や家族が理解していると言い難い部分があった。

症例カルテ保存については今後も当該病院において管理してゆくこととなった。硬

膜移植例の潜伏期間を考えると、11 年目以降もフォローアップを継続すべきと思わ

れた。 

(＊本研究は当該病院担当者との共同研究である) 

 

 

Ａ.研究目的 

平成 16 年に脳外科手術における二次感染

リスク保有可能性者(我が国第 1事例)に関し、

登録した 11症例の 10年間フォローアップが

終了したので、結果を報告する。 

 

Ｂ.研究方法 

患者の内訳は男性 8名、女性 3名の合計 11

名で、来院可能な症例は来院していただき、

サーベイランス委員と面接し、来院不可能な

症例は電話による問い合わせを行った。各症

例のカルテを確認し、外来受診時おける訴え



 

とそれに対する医療機関の対応を確認した。

すでに他院にて経過観察を受けている症例に

関しても、来院可能な症例は来院面談・診察

を行った。 

 

 (倫理面への配慮) 

リスク保有可能性者のフォローに関しては、

プリオン病サーベイランス事務局の設置され

ている施設にて倫理審査承認がされ、各個人

から書面によるインフォームドコンセントを

得た。個人情報は連結可能匿名化で厳重に管

理している。 

 

Ｃ.研究結果 

術後 10年間に 4例の症例が死亡しており、

死因は虚血性心疾患 1例、誤嚥性肺炎による

呼吸不全が 2例、骨折後に寝たきりとなり肺

炎による呼吸不全が 1例であった。そのうち

2 例は術後 2 年以内に痙攣発作と認知機能の

変動を認めていたがプリオン病を示唆する異

常所見は認めなかった。診察、および脳 MRI

を受けた症例は 4例で、いずれも認知機能障

害や拡散強調画像による異常信号を認めてい

なかった。10 年間に認めていた訴えとして、

歩行時のふらつき(1 名)、頭痛(1 名：歩行時

のふらつきと同一者)、複視(1 名)、もの忘れ

の悪化(1 名)、目が見えにくい(1 名：白内障

にて手術を受けた)があった。他覚的な所見と

しては脳室の拡大(1例)であった。1例でもの

忘れの悪化が認められ、精査の結果アルツハ

イマー病の発症が疑われた。連絡が取れない

症例が 2例あった。 

 

Ｄ.考察 

病院側と症例の信頼関係はおおむね良好で

あり、電話による問い合わせに対しても協力

的な症例が多かった。一方、問い合わせの電

話が繋がらないなど、病院側のフォロー体制

は十分であるとは、必ずしも言い切れない面

もあった。もの忘れの悪化を自覚していた症

例は、当該病院への問い合わせはなく、こち

らから連絡するまで診療を受けていなかった

点は、今後の課題である。白内障の手術を受

けた例においては、眼科医にリスク保有可能

性者であることを話してはおらず、眼科医か

らの問い合わせも無かった。カルテ保存につ

いては今後も当該病院で可能であるとのこと

だが、症例のフォローを続けることは困難な

部分がある可能性が示唆された。硬膜移植例

では約 30年の潜伏期間が報告されており、11

年目以降もフォローアップを継続すべきと思

われた。 

Ｅ.結論 

 10年間に 4例の症例が死亡しており、残り

の 6例を含めて、プリオン病を示唆する異常

所見は認めなかった。 
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